
イベントプログラム
Programs

出演者 / Performers

作家 / Artists

【プレイベント】

11月1日(土)   
「日波（にっぽ）国際シンポジウム」 
14:30－15:30
会場：旧銀行洋館［兵庫県信用組合跡］
料金：入場無料
パネリスト：アレクサンデル・ヤニツキ / 
宮永匡和 / 岩田美保 / 薮田翔一 / 淺井良昭  
進行：加須屋明子

「日波（にっぽ）ソプラノコンサート」 
開場：15:30   開演：16:00－17:00
会場：仕込蔵11号・12号棟
演奏：薮田瑞穂（Sop.） 松尾京子（Pf .）
チケット：前売 1000円 （当日 1500円）※入場券付き

【前期】11月2日（日）－9日（日）

11月2日(日)  
響演2014「流れ」 
現代音楽（薮田翔一）×
映像/バレエ/パフォーマンス
会場：仕込蔵11号・12号棟
チケット：前売 各2500円（当日 3000円）
※入場券付き、二部制

※午前・午後共に演奏後アーティストトーク
　（薮田翔一×出演者＋加須屋明子 ）

〈午前の部〉  
開場：10:30   開演：11:00－12:30
「Accumulate」   
小野村（Vn.） 山内（Cｌ.） 岩崎（Pf .）

「Glitter」  
岩崎（Pf.）×片岡（バレエ）
「Collide」  
小野村（Vn.） 岩崎（Pf.）

「MOVE」   
小野村（Vn.） 高原（Vn.）×岩田（パフォーマンス）
「山上のひととき　中原中也の詩より」  
薮田瑞穂（Sop.） 松尾（Pf .）

「Flow Ⅲ」   
小野村（Vn.） 山内（Cl.） 岩崎（Pf .）

×ヤニツキ（映像）《ブラックアウト》2013

〈午後の部〉
開場：14:30   開演：15:00－16:30
「Streamer」   
小野村（Vn.） 山内（Cl.） 岩崎（Pf .）

「Glitter」  
岩崎（Pf.）×片岡（バレエ）　
「Seto Inland sea」  
岩崎（Pf.）

「MOVE」  
小野村（Vn.） 高原（Vn.）×岩田（パフォーマンス）
「Ripple」  
岩崎（Pf.1） 松尾（Pf.2）

「山上のひととき　中原中也の詩より」  
薮田瑞穂（Sop.） 松尾（Pf .）

「Flow Ⅲ」   
小野村（Vn.） 山内（cl.） 岩崎（pf .）

×ヤニツキ（映像）《ブラックアウト》2013

１１月3日(月・祝)  
「片岡典子バレエワークショップ」　
受付：10:00   ワークショップ：10:30－11:30
会場：仕込蔵11号・12号棟　
参加費：200円（保険代含む） ※幼児－大人（要予約）

11月８日(土)  
「谷澤紗和子インスタレーション×
岩田美保パフォーマンス」
13:30－14:00 
会場：原材料庫（北棟）   
料金：無料 ※別途入場券が必要

11月9日(日)  
「三木香代ピアノリサイタル 
～ オールショパンプログラム」
開場：13:00  開演：13:30－15:00
会場：仕込蔵11・12号棟  
チケット：前売 2500円（当日 3000円）
　　　　※入場券付き

【後期】11月11日（火）－16日（日）

11月15日（土）  
「ガイドツアー」 
11:00－12:00  
場所：旧銀行洋館［兵庫県信用組合跡］集合  　
料金：無料 ※別途入場券が必要  案内：加須屋明子

「岩田美保パフォーマンス」　
13:30－14:00  
場所：ヒガシマル醤油元本社工場［国登録有形文化財］
料金：無料 ※別途入場券が必要   協力：岩田哲夫

11月16日(日)  
「大舩真言インスタレーション×
岩田美保パフォーマンス」
13:30－14:00  
場所：仕込蔵11・12号棟  
料金：無料 ※別途入場券が必要

「アーティストトーク」
14:10－15:10  
場所：仕込蔵11・12号棟  
料金：無料 ※別途入場券が必要
大舩真言×谷澤紗和子×岩田美保  
進行：加須屋明子

 

【前期・後期 / 仕込蔵11・12号棟展示替詳細】 

〈前期〉11月2日（日）－9日（日）  
「薮田翔一 音楽×
アレクサンデル・ヤニツキ 映像」
音楽：薮田翔一《Flow Ⅲ》2014
映像：アレクサンデル・ヤニツキ《ブラックアウト》2013
※2日、9日他、イベント開催中、観覧できない場合があります。

〈後期〉11月11日（火）－16日（日）  
「大舩真言インスタレーション×
薮田翔一音楽」
絵画：大舩真言 《記憶の果て》2007
音響：薮田翔一 《声流》 2014

インスタレーション

インスタレーション

お問い合せ： 龍野アートプロジェクト事務局 〒679 - 4167 兵庫県たつの市龍野町富永1439（ガレリア アーツ&ティー内）   【T EL / FA X】 0791－6 3－3555   
龍野アートプロジェクト  代表：淺井良昭  【WEB】 www.tatsuno-art-project.com  【E-MAIL】 tatsunoart2014@gmail.com   

芸術祭入場券 300円（当日のみ）

コンサートチケット 前売 当日

日
にっぽ
波ソプラノコンサート 1000円 1500円

響演2014「流れ」 2500円 3000円

三木香代ピアノリサイタル
 ̶  オールショパンプログラム 2500円 3000円

※コンサートチケットは入場券付きです

【販売開始】窓口・予約ともに、9月20日（土）から

入場券・チケット情報 /  Ticket 【窓口販売】
赤とんぼ文化ホール   TEL . 0791－63－1322  （8:30－18:00）
アクアホール   TEL . 0791－72－4688  （9:00－18:00）  
ガレリアアーツ&ティー   TEL . 0791－63－3555  （11:00－18:00）

【予約販売】
内容を記載の上、FAXかE-MAILのいずれかの方法でご連絡ください。
折り返し振込み先を連絡いたします。チケットは入金確認後郵送します。
入金締め切り:10月20日（月） ※以降は窓口のみ、購入可能  

［チケット申し込み時の記載事項］
1）コンサートの名称と必要チケットの枚数  
　  ※11月2日については、午前の部 / 午後の部の別をご記入ください
2）氏名・連絡先（住所 / 電話番号）

0791－63－3555FAX kyoen2014@yahoo.co.jpE-MAIL

【注意事項】

［芸術祭入場券］ ※ご本人1名さまのみ、期間中何度でも入場可
※トーク・パフォーマンスの参加には入場券が必要
※換金不可、再発行不可  ※コンサートは、別途チケットが必要

［チケット］ ※換金不可、再発行不可
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日波（にっぽ）国際シンポジウム 14：30－15：30

日波（にっぽ）ソプラノコンサート 16：00－17：00
(30分前開場)

響演2014「流れ」  午前11：00－12：30
午後15：00－16：30

片岡典子 バレエワークショップ 10：30－11：30

谷澤紗和子インスタレーション×
岩田美保パフォーマンス 13：30－14：00

三木香代ピアノリサイタル 
— オールショパンプログラム

13：30－15：00
(30分前開場)

ガイドツアー  案内：加須屋明子 11：00－12：00

岩田美保パフォーマンス  
協力：岩田哲夫 13：30－14：00

大舩真言インスタレーション×
岩田美保パフォーマンス 13：30－14：00

アーティストトーク 大舩真言×
谷澤紗和子×岩田美保 14：10－15：10

作品展示 10：00－16：00

スケジュール / Schedule
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□ＪＲ「姫路駅」よりJR姫新線乗車、「本竜野駅」下車 徒歩約15分
□JR山陽本線「竜野駅」下車 タクシーにて約15分
□神姫バス「龍野橋」停留所より徒歩約5分
□山陽自動車道「龍野ＩＣ」から約5分
□太子竜野バイパス「福田ランプ」から約10分
※会場付近に駐車場はありません、JR姫新線をご利用ください
※土・日のみ臨時駐車場あり（兵庫県龍野庁舎奥 土手沿い／徒歩約１０分） 

【各駅から本竜野駅への所要時間のめやす】

「神戸」「三ノ宮」駅から 約1時間10分 　 [ＪＲ山陽本線新快速]－ＪＲ「姫路駅」－ＪＲ姫新線「本竜野駅」
「大阪」駅から 約1時間30分   [ＪＲ山陽本線新快速 ]－ＪＲ「姫路駅」－ＪＲ姫新線「本竜野駅」
「京都」駅から 約1時間30分   [新幹線 ]－ＪＲ「姫路駅」－ＪＲ姫新線「本竜野駅」
「岡山」駅から 約1時間   [新幹線 ]－ＪＲ「姫路駅」－ＪＲ姫新線「本竜野駅」
「東京」駅から 約4時間   [新幹線 ]のぞみ－ＪＲ「姫路駅」－ＪＲ姫新線「本竜野駅」

ヒガシマル醤油元本社工場
兵庫県たつの市龍野町大手54－1  ※うすくち龍野醤油資料館横入る
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薮田翔一 YABUTA Shoichi

1983年兵庫県たつの市出身。2011年東京音楽大学大学院作曲科修了。飯塚邦彦、
有馬礼子、藤原豊、糀場富美子、西村朗の各氏に師事。第78－81回日本音楽
コンクール２位入賞。トロンボーンピース・オブ・ザイヤー2011作曲賞。京都フラ
ンスアカデミーメシアン賞。2013年、ウィーンコンチェルトハウス100周年作曲賞
最優秀作品賞（オーケストラ部門）、SORODHA国際作曲コンクール1位入賞、カジ
ミェシュ・セロツキ国際作曲コンクール3位入賞。2014年、第３回クロアチア国際
作曲賞NEW NOTE 2位入賞、第３回高松国際ピアノコンクール課題曲委嘱作
曲家。たつの市民奨励賞（文化賞）。21世紀音楽の会会員。たつの市音楽協会会員。

作曲・舞台監修

三木香代 MIKI  Kayo  （特別出演）
たつの市出身、京都市立芸術大学卒業。日本音楽コンクール、ショパン国際ピアノ
コンクール、エリザベート王妃国際音楽コンクールなど、国内外のコンクールで数々
の賞を受賞。第15回日本ショパン協会賞、龍野市民文化奨励賞、姫路市芸術
文化賞芸術年度賞を受賞。各地でソロやアンサンブルなど多彩な活動を展開。
現在、国立音楽大学教授。

ピアノ

小野村友恵 ONOMURA  Tomoe

茨城県立水戸第三高校音楽科、武庫川女子大学音楽学部ヴァイオリン専攻卒業。
在学中、ソリストとしてアメリカにてボールステイト大学オーケストラと共演。アン
サンブルの夕べ、関西新人演奏会、フランドルの集いコンサートなどに出演。
2007年室内楽講習会ミュージックキャンプ in和歌山受講。現在、武庫川女子
大学音楽学部実習助手。たつの市在住。たつの市音楽協会会員。

ヴァイオリン

山内静 YAMAUCHI  Shizuka

姫路市出身。同志社女子大学学芸学部音楽学科卒業、同大学音楽学会《頌啓会》
特別専修生修了。第20回日本木管コンクール入選、第23回宝塚ベガ音楽コンクー
ル入選。R.Guyot、W.Meyer、M.Spangenbergの各氏のマスタークラスを受講。
クラリネットを渡邉弥生、山川すみ男の各氏に師事。

クラリネット

岩崎宇紀 IWASAKI  Uki

京都市立芸術大学音楽学部ピアノ専修卒業。第１回日本現代音楽ピアノコンクー
ル優勝。併せてアルバン・ベルク賞受賞。東京，大阪，京都などでリサイタルの他、
「東京の夏」音楽祭、「音楽の20世紀」など多数のコンサートで作品初演やさま
ざまな形態の新しい取り組みに参加する。たつの市音楽協会会員。

ピアノ

松尾京子 MATSUO  Kyoko　
たつの市出身、龍野高校卒業。大阪芸術大学演奏学科を首席で卒業。卒業時に
学長賞受賞。東京読売新人演奏会、関西新人演奏会等に出演。2004年リサイタ
ルを開催。大阪芸術大学伴奏要員を経て、現在はソロ・室内楽・オーケストラや
吹奏楽団への客演など、アンサンブルピアニストとしても活動中。海外の演奏家と
の共演も多い。

ピアノ

高原里紗 TAKAHARA  Risa　
たつの市出身。兵庫県立西宮高校音楽科卒業。2 0 1 1年大阪国際コンクー
ルファイナリスト、入賞。なら国際音楽セミナー受講。これまでに、井上雅善、
近藤緑、東儀幸、加納千春氏に師事。現在、池川章子氏に師事、相愛大学4回生。
たつの市音楽協会会員。

ヴァイオリン

薮田瑞穂 YABUTA  Mizuho

たつの市出身。国立音楽大学声楽科卒業。（財）日本オペラ振興会第２０期修了。
第五回国際ルーマニアコンクール声楽部門第２位。第４３回イタリア声楽コンコ
ルソ金賞。第２２回市川市文化振興財団新人演奏家コンクール優秀賞。イタリア
のボローニャ、ニューヨークで研鑽を積む。「N.Y.メトロポリタンオペラ教授陣に
よるVocal Arts Master class」に参加。オペラの舞台の他、コンサート等で
も多数出演。藤原歌劇団団員。たつの市音楽協会会員。

ソプラノ

岩田美保 IWATA  Miho

1962年愛知県生まれ、1985年京都府立大学卒業、1986ー92年ヤギェウォ
大学（クラクフ）留学。1990年代より舞台作品を手掛け、クラクフを拠点に多
数公演を続ける。2002年よりその場の状況や空間を生かした即興性の高い
パフォーマンスへ移行。2012年よりプロジェクトFUKUSHIMA!に参加。クラ
フク（ポーランド）在住。
左画像： 岩田美保パフォーマンス 2013年12月15日「存在へのアプローチ展」
京都市立芸術大学ギャラリー＠KCUA 

パフォーマンス

片岡典子 KATAOKA  Noriko

たつの市出身。4歳よりバレエを始め、稲垣志代美に師事。The Austral ian 
Bal letに短期研修に参加。2012年「バレエコンペティション21」6位入賞。
2013年なにわ芸術祭50周年記念公演「眠りの森の美女（夏山周久振付）」
でリラの精を演じ、新人奨励賞を受賞。
左画像： 2013「眠りの森の美女」リラの精役

バレエ

アレクサンデル・ヤニツキ Aleksander JANICKI

1990年美術アカデミー卒業。クラクフを拠点として活動を続け、
音や映像を取り入れたインタラクティヴなインスタレーション作品を
多く手がける。公共空間への設置も多く、また国内外にて実験的演
劇行為も実施。2005年の愛知万博ポーランド館ではマルチメディ
アインスタレーション《エコー》を展示し、ポーランド建築家協会年間
最優秀賞受賞など受賞多数。          《ブラックアウト》  映像  10”07’  2013

美術

ミロスワフ・バウカ Mirosław BAŁKA

1958年ワルシャワ（ポーランド）生まれ。1985年ワルシャワ美術アカデミー
彫刻専攻卒業。歴史や記憶、身体の痕跡と深く結びついた立体作品
や映像作品を手掛け、高く評価される。カッセルのドクメンタやヴェネチア・
ビエンナーレ、サンパウロ・ビエンナーレなど数多くの国際展にも参加。
2011年よりワルシャワ美術アカデミー教授。ワルシャワ（ポーランド）在住。
《輝き / 存在》   映像  10”08 ’（ループ）  2005

美術

宮永匡和 MIYANAGA  Masakazu

1970年大分生まれ、1993年福岡教育大学美術課程卒業、1995
年筑波大学大学院修士課程美術専攻修了後、青年海外協力隊員と
してポーランドに勤務、1999年から2003年までクラクフ美術アカデミー
修復課程研究生。クラクフを拠点に絵画制作を続けている。古典技法
を用いた静謐な作風は日波の感性を融合する。ポーランド、クラクフ在住。
《Omnis habet sua dona dies》 ボード・石膏地・テンペラ・金箔  h46×w60（cm）  2010

美術

大舩真言 OFUNE  Makoto   後期：11月11日－16日のみ展示

1977年大阪生まれ、2000年京都教育大学特修美術科日本画専攻
卒業、2001年同大学研究科修了。滋賀県を拠点として、国内外で活
動を続ける。日本画の技法を駆使しつつ、物の存在へと迫る平面と立
体の表現は、展示空間を一種の舞台に見立てながら「見るもの」と作
品との関係に注目し、流れ行く記憶や時間の流れを巧みに表現している。   
《記憶の果て》   岩絵具・顔料・麻紙    h256×w483（cm）  2007

美術

谷澤紗和子 TANIZAWA  Sawako

大阪生まれ、2005年ロイヤル・カレッジ・オブ・アート交換留学、
2007年に京都市立芸術大学大学院修士課程修了し、京都を拠点
に活動を続ける。特に近年は、切り紙を用いたインスタレーション形式
の発表が続き、中之島図書館や飛鳥Art Villageなど、特徴ある空
間を生かし、現地の物語に取材する制作が高く評価されている。
《イマ・ス・マス》   和紙・照明  h300×w600（cm）  2013  奈良県立万葉文化館 （参考画像）

美術

コンサート

トーク

ワークショップ

パフォーマンス

パフォーマンス

パフォーマンス

ガイド

インスタレーション

インスタレーション

コンサート

コンサート

トーク

トーク

パフォーマンス

龍野アートプロジェクト2014

 日
にっぽん
波
ポーランド
現代芸術祭

2014年11月2日（日）－16日（日） 10時－16時 11月10日（月）休館
ヒガシマル醤油元本社工場［国登録有形文化財］/ 旧銀行洋館 ［兵庫県信用組合跡］  
入場券：３００円 （当日券のみ / 高校生以下無料 / 会期中再入場可能） ※コンサートは別途チケット代が必要
作曲・舞台監修：薮田翔一  演奏：小野村友恵 / 山内静 / 岩崎宇紀 / 松尾京子 / 高原里紗 / 薮田瑞穂 / 三木香代 （特別出演）  パフォーマンス：岩田美保  /片岡典子  
美術：大舩真言 / 谷澤紗和子 / 宮永匡和 / ミロスワフ・バウカ / アレクサンデル・ヤニツキ  芸術監督：加須屋明子（京都市立芸術大学美術学部准教授）

開催概要  / Outline

城下町龍野には、江戸時代からの地場産業の拠点である醤油蔵など多くの文化財があります。これらを保存す
るだけではなく、その魅力を活用、発信することによって地域の活性化を図り、すぐれた芸術を国内外に発信する
と共に、多くの人々の集まる場を創設していくことを目的として、2011年から活動を開始しました。2013年には
「城下町美術館」を展開し、また、芸術ジャンルを横断した「現代音楽と現代美術の響演」を行いました。2014年
には「流れ　Flow」をテーマに実演芸術に注目し、音楽と映像、インスタレーション、ダンスパフォーマンスなどが融
合した現代芸術祭を、地域の文化遺産である醤油蔵（国登録有形文化財）にて開催します。また昨年に続いてポー
ランドからも作家を招き、日波の相互理解と国際交流、国際発信も目指します。かつて使い込まれた空間としての
醤油蔵の特質を生かし、コンサートホールでは得られない音の響きを存分に引き出すとともに、演奏家の息づかい
の感じられる客席の配置や映像、絵画、切り紙等に包まれ、全身で味わえるような空間によって、様々なジャンルの
芸術が「流れ」となって醤油蔵で合流し、新たな魅力があふれ出る姿をどうぞお楽しみください。

Tatsuno, an old castle town, is home to many cultural properties, including soy-sauce warehouses dating 
back to the Edo Period (1603-1868) when the soy sauce industry �ourished in the region. Launched in 
2011, the Tatsuno Art Project aims to help preserve these traditional buildings, use them for innovative 
purposes, and make more people aware of their charm, so as to revitalize the region and attract more 
visitors. In 2013, the event was envisioned as “a historic castle town as a museum,” and diverse genres of art 
were brought together in the special event Contemporary Music and Art in Harmony.

For 2014 the theme is “Flow,” and the focus is on the performing arts. A contemporary arts festival 
incorporating music, video, installation, dance and other media will be held in a historic soy sauce 
warehouse (registered as a Tangible Cultural Property of Japan). Like last year, artists will be invited from 
Poland and the event will promote mutual understanding, international exchange, and international 
communication between the two countries. In the unique atmosphere of the soy sauce warehouse, which 
shows intriguing traces of its many years of use, music will take on a resonance that could not be achieved 
in a concert hall, and the audience will be seated close so as to connect with the performers, with videos, 
paintings, cut paper works and other visual art that surround the viewers for stunning overall effect. 
A wide range of genres will “�ow” together in the distinctive space of the soy sauce warehouse interior, 
generating an innovative and unforgettable multi-sensory art experience.

【芸術監督】

加須屋明子 KASUYA  Akiko

1963年兵庫県たつの市生まれ、兵庫県立龍野高等学校卒業。
京都大学大学院哲学研究科博士後期課程美学美術史学専
攻修了。ヤギェウォ大学哲学研究所美学研究室留学（クラクフ、
ポーランド）。1991年から2008年まで国立国際美術館学芸
課勤務。専門は近・現代美術、美学。現在、京都市立芸術大学
美術学部准教授。主な展覧会企画は「芸術と環境」1998年、
「転換期の作法」2005年など。主な著書は『アヴァンギャルド
宣言  中東欧のモダニズム』（三元社、2005年、共訳）、『ポー
ランド学を学ぶ人のために』（世界思想社、2007年、共著）、
『中欧のモダン・アート』（彩流社、2013年、共著）、『ポーラン
ドの前衛美術』（創元社、2014年）など

□文化庁委託事業「平成26年度文化庁戦略的芸術文化創造推進事業」  □主催：文化庁 / 龍野アートプロジェクト  □共催：たつの市音楽協会
□後援：兵庫県 / たつの市 / たつの市教育委員会 / （公財）童謡の里龍野文化振興財団 / 姫新線利用促進・活性化同盟会 / 朝日新聞姫路支局 / 
神戸新聞社 / 産経新聞社 / 毎日新聞姫路支局 / 読売新聞姫路支局 / （株） 共同通信社 / ＮＨＫ神戸放送局 / サンテレビジョン / ラジオ関西 / NPO法人フォーラム・
ポーランド組織委員会 / 日本ポーランド協会関西センター / 日本ショパン協会  □助成：ポーランド広報文化センター / 公益財団法人神戸文化支援基金  
□協力：ヒガシマル醤油株式会社 / Culture.pl / ポーランド政府観光局 / （株） 河合楽器製作所 / 有限会社スガハラテント


